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第1節 　薬局の機能推進対策

【現状と課題】

	  現　　状　
	  課　　題　

	○  平成29(2017)年3月末現在、当医療圏の薬局数は149施設で、人口万対比3.5と県平均4.4を下回っています。（表11-1-1）

○　厚生労働省が示した「患者のための薬局ビジョン」において、かかりつけ薬剤師・薬局による服薬情報の一元的・継続的把握とそれに基づく薬学的管理･指導、24時間対応・在宅対応、医療機関等との連携といった機能強化や健康サポート機能及び高度薬学管理機能の充実等が求められています。
○  薬を医療機関に隣接する薬局で受け取るケースが多く、服薬情報の一元的継続的な管理が進んでいません。
○  かかりつけ薬剤師・薬局の役割やそのメリットについて、県民の認識が高くありません。
○  休日は休日当直薬局による調剤の対応が可能ですが、夜間に調剤等の必要な対応（24時間対応）を行う体制が求められています。

○ 平成29(2017)年3月末現在、麻薬小売業者の件数は113件で、保険薬局のうち76.9％が免許を受けています。（表11-1-1）

○  患者の服薬情報を一元的に管理する「お薬手帳」の更なる普及が求められます。なお、紙媒体のお薬手帳よりも薬局に持参しやすく、長期にわたる服用歴や他の健康に関する情報を管理可能な電子お薬手帳の普及が望まれます。
	○　かかりつけ薬剤師・薬局を推進し、服薬情報の一元的・継続的把握を行えるようにする必要があります。

○　かかりつけ薬剤師・薬局の役割や機能を理解し、かかりつけ薬剤師・薬局を選ぶ意義について、県民への普及啓発が必要です。
○　薬剤師が一人、または少数の薬局も多く、薬局単独での十分な対応が難しい場合があります。

○　終末期在宅医療への貢献として、麻薬小売業者の免許の取得を促進し、麻薬の供給をしやすい環境整備を進める必要があります。

○　患者の希望に応じて、電子版お薬手帳に対応できる体制を構築する必要があります。

	○  平成28(2016)年10月に始まった健康サポート薬局の届出件数は平成29(2017)年3月末時点で当医療圏では0件、愛知県で8件です。
○  健康サポート機能の中で重要な関係機関（医療機関、地域包括支援センター、訪問看護ステーション、検診・保健指導実施機関、保健センター、介護予防・日常生活支援総合事業の実施者等）との連携体制の構築が進んでいません。
○  当医療圏の薬局における妊娠・授乳サポート薬剤師は17名、公認スポーツファーマシストは9名です。（いずれも平成29(2017)年7月現在）

	○　健康サポート薬局制度について普及啓発を図る必要があります。

○　患者やかかりつけ医を始めとした多職種との積極的なやり取りを通じて地域で活躍する、かかりつけ薬剤師の育成が必要です。
○　妊娠・授乳サポート薬剤師、公認スポーツファーマシストについて普及、啓発を図る必要があります。


【今後の方策】

○　患者・住民のニーズに対応できるかかりつけ薬剤師・薬局の取組を後押ししていきます。

○　かかりつけ薬局の意義である薬局の基本的な機能や服薬情報を一元的・継続的に管理することの重要性等を県民へ普及、定着を図ります。
○　地域包括ケアシステムの中で薬剤師・薬局が地域のチーム医療の一員として患者の薬物療法に薬学的知見を活かし、副作用の早期発見や重複投薬の防止等の行き届いた薬学的管理を担えることを県民に周知していきます。

○　地域住民による主体的な健康の維持・増進を支援する健康サポート薬局を広く県民に周知するとともに、薬局の積極的な取組を後押ししていきます。
○　服薬情報の一元的・継続的な把握とそれに基づく薬学的管理・指導のために、電子版お薬手帳を含め、お薬手帳の活用を今後も継続的に呼びかけていきます。

○　県薬剤師会と連携し、必要に応じて電子お薬手帳を利用できる薬局の拡大を図っていきます。

表11-1-1　薬局等の件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成29年3月末)　

	市　町　名
	薬局数
	保険薬局数
	麻薬小売業者数

	岡　　崎　　市
	137
	136
	104

	幸　　田　　町
	12
	11
	9

	医　　療　　圏　
	149
	147
	113


資料：薬局件数、麻薬小売業者数は愛知県健康福祉部保健医療局医薬安全課調べ
　　　保険薬局数は社会保険基金調べ


	○　かかりつけ薬剤師・薬局
　　かかりつけ薬剤師・薬局は、薬物治療等に関して安心して相談できる身近な存在として、患者自身が地域の薬剤師・薬局の中から選ぶ信頼する薬剤師・薬局のことで、日常の交流を通じて個々の患者ごとに適切な情報提供等を行います。
　　患者が複数の医療機関・診療科を受診した場合でも、かかりつけ薬剤師・薬局で調剤、投薬を受けることで服薬情報の一元的・継続的な把握とそれに基づく薬学的管理・指導が行われます。

　
○　健康サポート薬局
　　かかりつけ薬剤師・薬局の基本的な機能に加え、住民による主体的な健康の保持増進を積極的に支援する（健康サポート）機能を備えた薬局のこと。健康サポート薬局では、医薬品等の安全かつ適正な使用に関する助言を行うことや、健康の維持・増進に関する相談を幅広く受け付け、必要に応じ、適切な関係機関に紹介するといった取り組みを積極的に実施します。

○　電子版お薬手帳
　　お薬手帳は、患者が使っている医薬品の名称や用法用量等に関する情報を経時的に記録するものです。
　　電子版お薬手帳はスマートフォン等の電子媒体に医薬品の情報を記録するもので、携帯性が高いことから薬局に持参しやすく、かつ長期にわたる服用歴や他の健康に関する情報を管理することもできます。
○　妊娠・授乳サポート薬剤師
　　一般社団法人　愛知県薬剤師会が開催する所定の研修を終了した薬剤師。妊娠、授乳中の女性からの薬に関する相談に対応し疑問に答えます。
○　公認スポーツファーマシスト
　　薬剤師資格を有し、日本アンチドーピング機構が定める所定の課程終了後に認定される資格です。スポーツにおけるドーピングを防止することを目的に、アンチ・ドーピングや薬に関する健康教育等の普及・啓発活動を行っています。
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